私の 友 シャ— ロック • ホ— ムズ 独特な 人格 をよ く 出 

している お 話 をしょう と 思って、 たくさんの 私の 記憶 

を さがす 時、 私 はいつ も あらゆる 方面から 私の 目的に 

添うよう な 話 を さがし 出そうと して 苦労す るので ある _ 

なぜなら、 ホ ー ムズ がその 心理 解剖に 全力 を 注いだ と 

思われる ような 事件、 あるいは また 犯罪 捜査に 特別な 

方法 を 見せた と 思われよ うな 事件 は、 事実に おいて、 

みなさんに お話しても つまらない だろうと 思われる よ 

うな 簡単な 普通な 事件が 多い の だ。 また その 反対に、 

事件が かなり 特異な もので 劇的な もの を 彼が 捜査した 

場合 も あるの だが、 そうした 時には しばしば、 彼 は 彼 



の 伝記作者 として 私が 話して ほしいと 思って いるに も 

かかわらず、 何も 話して くれなかった ので ある。 私が 

『真紅の 研究』 と 題して 集めた 小事 件、 また グロリア- 

スコット 号の 消失 事件と 共に あつめて ある もの、 そう 

した もの は、 彼の 研究 を 永遠に 悩ます であろう 所の 彼 

の 両面、 —— シルラ と 渦巻 (訳者 註 —— ィ タリ— のメッ 

シナ 海峡に は シルラ と 称する 六 頭の 怪物と 大 渦巻と あ 

りて、 その 海峡 をす ぐる 船 は その 二つのう ち、 いずれ 

かの 一 つに 必ず 捕われた リと 云う) —— の 好 見本で あ 

る。 ところで これからお 話しようと 思って いる 事 

件に ついては、 実は ホ —，. ^スは それほど 充分に 活躍し 



かけて いってい たが、 私 は 二 ユウ. フォレスト 森林の 

くさはら 

中に ある 草原 や、 サ ウス • シ ー の 海岸に ある 砂浜に あ 

こがれて いた。 帳尻の 合わ なくなった 銀行 勘定が、 私 

に 祝祭日 をのば さなくて はならない ようにして しま つ 

たので ある。 —— けれども ホ ー ムズに は 田舎 も 海も少 

しも 魅力 を 持って はいなかった。 彼 は 百万の 大衆の 真 

ただ 中に 寝ころんで、 空想と 推理の 糸 を 自由自在に ひ 

ろげ たりた どったり して、 いろいろな 未解決な 問題に 

暗示 を 与えたり する ことの ほう を 愛して いた。 自然の 

鑑賞 力、 そう 云う もの は 彼の たくさんの 才能の 中に も 

座 をし める こと は 出来なかった の だ。 だから 彼が 田舎 



へ 行く と 云う こと も、 結局 は 都会の 犯罪 を さがす ため、 

田舎の 彼の 兄弟の 跡 をつ けて 行く と 云うよう な 場合に 

すぎない のであった。 

私 は、 ホ —，. スが しゃべ りすぎ ている と 云う ことが 

分かった ので、 無味乾燥な 新聞 を 側らに ほうり なげて、 

椅子に うずまって 黙想に 耽った。 と、 ふいに ホ— ムズ 

の 声が、 私の 意識 を 呼び さました。 

「君の 云う 通リ だよ、 ワトソン」 

彼 は 云った。 

「それ はこの 問題 を 解決す るのに は、 ちと 無理な 方法 

のよう だね」 



そ、 僕 は 君に 注意した ので は あるが、 ぼかんと し 

たような 表情 をして、 しばらく 坐って いた。 その 時 君 

リ ようがん 

の 両眼 は、 新しく 額縁 〔# 「縁」 は 底本で は 「椽匕 に 入 

れたゴ ルドン 将軍の 絵の 上に じっと そそがれ ていたろ 

う。 そして 君の 顔 を 見る と、 たしかに 何 か 瞑想して い 

るら しい 表情の 流れの あるのに 気がつい たんだ。 —— - 

やがて 君 は、 君の 本棚の 上に あるへ ンリ！ ヮァ— ド- 

ビ ー チヤ— の 額縁な しの 肖像画へ 目 を 移した。 それ か 

ら 壁へ 目をやった。 無論、 君が そう 云う 風に 目 を 移し 

ていった 目的 は ハツ キリして いる さ。 君 は その 肖像画 

を 額縁に 入れたら、 壁の むき 出しに なって いる 所へ か 



何 かもの を 考え 耽って る 顔つきだった。 —— 君 はビ— 

チヤ— の 生涯に おきた いろいろな 出来事 を 思い起して 

いたに 違いな いんだ。 僕に は、 君が、 ビ— チヤ ー が あ 

の 革命 戦争の時、 北方の 利益の ために 企てた 使命の こ 

と を 考えて いたと 云う ことが、 確かに 分かって るんだ 

よ。 なぜなら 君 はいつ だった か、 彼が 我々 国民の 動乱 

ザ J うが い 

を 蒙らされ たと 云う ことにつ いて、 ひどく 慷慨して い 

たことの あつたの を、 僕 は 覚えて るから。 だから 君が、 

もし ビ ー チヤ ー のこと を 考え 起こす 時 は、 必ず そのこ 

と を 考えないで はいられな いと、 僕 は 思 うんだ。 —— 

それから その 次の 瞬間 だが、 僕 は 君が その 肖像画から 



とホ— ムズ は、 気軽に 云った。 

「あまりお 待たせし なかった ようで、 幸いでした」 

「別当に おききに なりました か？」 

「いや、 サイド. テ エブルの 上の 蠟燭を 見れば 分かり 

ます。 —— まあ、 どうぞ、 おかけ 下さい。 —— どんな 

事が 起きました かな」 

「私 は 医者の ペル シ—. トレべ リ アンと 申す ものです」 

と 私たちの 訪問客 は 云った。 

「ブルック 街 四百 三番 地に 住んで おります」 

「あなた は 神経 傷害に つ い て 論文 をお 書きに な つ た、 

あの方ではありません か？」 



から、 肝要な 箇所と そうでない 箇所と を 御 判断な すつ 

て 下さい。 

最初に、 どうしても 順序と して、 私の 学生時代 のこ 

とから お話しなければ なりません。 御 承知の ように 私 

は ロンドン 大学の 卒業生 なんです。 実は、 自分で 自分 

のこと を ほめて お話しす るの は 変な ものなん です が、 

私 は 学生時代、 大学の 教授 達から 前途 を 大いに 嘱目 さ 

れ ていたの でした。 だもので すから、 私 は 卒業して か 

らも、 キング. コ レツ ジ 病院に 職 を 奉じながら、 自分 

の 研究に 没頭す る こと をつ づけて おりました。 私 は 幸 

福に も、 顚癇 病の 病理学 を 研究す る 事に、 異常な 興味 



彼 はつ づけました。 

「そうして 下さる ほうが、 あなたのお ためにな るので 

す。 —— あなた は 人間 を 成功させる ための 賢 さは みん 

な 持って いる。 —— ところで 世才 はお ありです か？」 

私 は そのぶ しつ けな 質問 に 、 思わず 笑わず に はいら 

れ ませんで した。 

「ええ、 まあ、 相応に は あるつ もりです」 

私 は 答えた。 

「では 何 か 悪い 習慣 は 9 お 酒 をお 飲みになる なん 

て こと はな いんでしょう？」 

「もちろん、 飲みません」 



を、 ブルック 街に 開業 させて お上げし たいと 思って い 

るんで すが …… 」 

私 はび つ くりして 彼 を 見詰めました。 

「いや、 それ はね、 あなたの ためで はなく、 私自身の 

ためなん です よ」 

彼 は 声 を 大きく して 云いました。 

「私 は 何もかも 洗い ざら いかくす ことなく 卒直に 申し 

ますよ。 その ほうが、 あなたに もい いでし ようし、 ま 

た 私に も 大変 都合が いいんで すから。 II 実は、 私 は 

ここに 数千 ドル 何 かに 投資した いと 思って るお 金が あ 

るんで す。 そこで 私 は それ を あなたに かけて みたい と 



思 つ てる わけなん です」 

「しかし それ はどう 云う わけで そうお 思いに な つたの 

です 力？」 

私 は 咽喉の つまった ような 声で 云った。 

「理由です か 9 それ はつ まリ 他の ものの 投機 を や 

るのと 同じような 理窟から です。 でも その 中で これ は 

一 番 安全です からね」 

「で、 もしそう して 下さる としたら、 私 はどう 云う こ 

と をしたら よいので しょう？」 

「それ をお 話しし ましょう。 —— 私 は 家 を 建てて、 そ 

れを すっかり 飾りつ けて、 召使いた ちの 給料 を 払って、 



ほうぼうへ 宣伝 をす る、 それ は 私が やります。 I 

I ですから あなた はた だ 診察室に すわ つ ていさえ した 

ほか 

らいいの です。 —— おお 小使い やその 外 身の 廻りの も 

の は 私が みんな 心配して あげます。 その代り、 あなた 

が 稼いだ 四 分の 三 を 私に 下さい。 そして その 残り は あ 

なた の 収入と 云う ことに …… 」 

ホ— ムズ さん、 これが、 ブレ シン トンが 私の 所へ 持つ 

て 来た、 奇妙な 申込みの 条件だった のです。 それから 

私 は、 彼と どんな 風に 取引し、 どんな 風に 約束した か 

は、 くどくどと 申 上げる まで もない ことでしょう。 私 

は 次の 通告 節に 引越して いって、 そして 彼が 初め 申出 



—— こちら は ただいま イギリスに 滞在中の 口 シャの 

貴族です が、 —— 

と、 その 手紙 は 書き出されて いました。 ペル シ 1- 

トレベリアン 博士に 御 診察 を ぜひお 願いした いと 

思って おります。 実は こちらの 患者 は 数年 来、 顚癇 

の 発作に 悩まされて いるので ございます。 幸い トレ 

ベ リ アン 博士 は 顚癇 病の 大家で あるときき ましたの 

で、 明日 午後 六 時 十五 分 頃に お伺い 致したい と 思い 

ます。 御迷惑で も 御 在宅の ほど 御 願い 申 上げます。 

この 手紙 は 私に 深い 興味 を 起こさせました。 なぜな 

ら、 この 顚癇 病の 研究に とって、 一番 苦しい こと は 患 



私 は 云いました。 

「とんでもない」 

彼 は 恐ろし そうな 顔 をして 叫びました。 

「とても 私に は 苦しく つて 見て はいられな いんです。 

私 は 父親が、 この 病気の 発作に 襲われる の を 見る たび 

に、 まるで 死んだ ような 気がする のです。 私の 神経 組 

織 は、 お 話に ならない ほど 弱々 しく 敏感なん です。 I 

I 私 はお 許し をいた だいて、 診察が 終る まで 待合室で 

待って おります」 

無論 私 は 彼の 申出に 同意し ました。 そして その 若い 

男 は 診察室から 出て 行きました。 こんな 風に して、 い 



この 時 こそ、 その 効果 をた めして みるのに よい 時 だと 

考えつきました。 ところが、 その 瓶 は 折 悪しく 階下の 

実験室に おいて ありまし たので、 私 は 患者 を 椅子に 腰 

かけさせた まま 残して おいて、 それ を 取りに 階下に お 

りたので す。 そして、 そうです ね、 せいぜい 五分、 I 

I その 瓶 を さがす のに 手間 どれた のです が、 すぐい そ 

いで 診察室に 引返しました。 —— ところが どうです、 

その ひまに 患者 は 私の 診察室から どこかへ 出て いっち 

まって、 室の 中 はからつ ぼなん じゃありません か。 ま 

あ、 その 時の 私の 驚き 方 を ご 想像 下さい。 

無論 私 は、 第 一番に 待合室に とんで いってみ ました 



みます と、 見た ことのない 変な 部屋に おります でしよ 

う。 で、 これ は 怪しい ぞと 思いながら、 立ち上って、 

ふらふらと 表の 通 に 出て い つ てし まったんで ござい 

ます。 ちょうど 先生が 部屋に お見えにならない 最中に 

…：- J 

「私 はまた …… 」 

と、 彼の 息子 は 話 をつ ぐので した。 

「見て い ると 親 じが 待合室 の 入口から フ ラフ ラと這 

入って 来 るんで しょう。 ですから、 これ はてつ きり も 

う 診察が 終つ ちまった こと だろうと 思い ましてね、 I 

I 家へ 帰つ て 親 じから 事情 を いろいろき いてみ るまで、 



「誰も 這 入りません よ」 

私 は 答えました。 

「いいや、 噓だ」 

彼 は 呻る ように 云う のでした。 

「あが つ て 来て みろ！」 

私 は 彼が 恐 迫 観念に 襲われて、 半分 正気 を 失って い 

る 時に 使う、 乱暴な 粗野な 言葉 使い は、 平気で きき 流 

す ことに なれて いた。 私 は 彼の 云う ままに 二階に 上つ 

ていって みます と、 彼の 指さす 力— ペットの 上に、 あ 

り ありと 人の 足跡が 三 つ 四つし るされ ている のでした _ 

「君 はこれ を 僕の 足跡 だと 云う つもり か？」 



くもく と 吐かれて いた。 —— が、 やがて 私たちの その 

訪問客が 話 を 終る と、 ホ ー ムズ はもの も 云わずに 突然 

立ち上った。 そして 私に 私の 帽子 を 手渡し、 自分の も 

テ ー ブルの 上から つまみ 上げて、 トレベリアン 博士の 

後に ついて 入口の ほうに 出かけた。 こうして それから 

二十 分ば かりの 後、 私たち は ブルック. ス トリ ー トに 

すま い 

ある トレベリアン 博士の 住居の 前で 馬車 をお りた。 そ 

して 小さな 少年の 給仕が 出て 来て 案内して くれたので、 

私たち は 直ちに、 美しい 力— ペットの 敷いて ある 階段 

を 昇つ て 一 一階に 行こうと した。 

と、 その 時、 奇妙な 故障が 起きて、 私たち は その ま 



見れば、 彼の 話が つくり 話で はなさ そうに 思われたん 

だ。 —— が、 まあ、 今夜 は 早く 寝て、 寝ながら 少し 考 

えてみ ようよ。 きっと 明日の 朝になる と ブルック スト 

リ— ト から 何 か 云って 使が 迎えに やって来 るから… 

…：- J 

この シャ— ロック. ホ— ムズの 予言 は、 たちまち 見 

事に あたって しまった。 しかも 最も 劇的な 筋 みちを 

迪 つて。 —— と、 云う の は、 その 翌朝の 七 時半 頃の こ 

とだった。 窓から さし 込む 朝のう す 明かりの 中に、 も 

う 不断 服に 着かえ たホ— ムズ が、 私の 寝台の 側に 立つ 

ている の を 見出した。 



「ワトソン、 馬車が 迎えに やって来 てるんだ」 

と、 彼 は 云った。 

「何 か 起きた のかい」 

「いいや、 例の ブルックス トリ— トの 事件 だよ」 

「ああ、 —— じ や、 何 か 新しい 知らせで も あつたんだ 

ね」 

「悲劇的な、 しかも 至 つ て まぎらわしい 知らせ なんだ」 

彼 は 部屋の 窓の 鎧 戸 を 引き あけな がらそう 云 つ た。 

「まあ、 これ を 読んで みたまえ、 —— ノ— ト から 破リ 

とった 紙の 上へ、 鉛筆で、 —— 直ちに 御 来駕 御 救援 願 

いたし、 トレベリアン、 —— と 書いて あるんだ からね- 



たぶん 医者 は、 この ノ ー ト さえ 書く のに やっとだった 

に違いないん だよ。 とにかく よほど 困って るら し 

いんだから、 いってみ て やろう じ やない か」 

それから 二三 十分の 後、 私たち は 例の 医院の 前に 着 

くこと が 出来た。 と、 彼 は 恐怖に 満ちた 顔つき をし な 

がら 家の 中から とび 出して 来た。 

「思いがけない ことにな つたんで す」 

彼 はそう 云いながら、 自分の 手で 自分の 額 を 押えた _ 

「 一 体、 どうしたと 云 うんです？」 

「ブレ シン トンが、 自殺 をし ちまつ たんです よ」 

ホ— ムズは 驚きの 声 を あげた。 



か 別種の 葉巻ら しい。 —— それ は 君 も 知って るよう に、 

犬て いは スト 口— でつ つんであって、 ほかの 種類の も 

のに 比較す ると、 長さの 割に 細 巻の もの だ」 

彼 は そこに ある 四つの 吸い 残り をつ まみ 上げて、 そ 

れらを 懐中 レンズで 調べて みた。 

「このうち 二つ はたし かに パイプで 吸われた もの だが、 

他の 二 つ は パイプな しで 吸われた もの だ」 

と 彼 は 云った。 

「それから 二つの 口 は あんま リ 鋭くない pi; 物で 切って 

ある けれども、 他の 二つ は 丈夫な 歯で くい 切って ある。 

—— レ— ナ— 君、 これ は 何 だね、 自殺 じ やない ね。 こ 



「ュ刖 の 入口から さ」 

「でも 今朝 は、 そこに はちゃん と閂 がか かってい まし 

たよ」 

「そり ァ 仕事が すんで からかけ たから さ」 

「だが、 あなた はどうして それ を ご存じなん です？ 〔# 

「ご存じなん です？」 は 底本で は 「ご存じな いんです？ 匕」 

「その 跡が ちゃんと あるよ。 ちょっと 待ちた まえ 

今、 君に もっと 不思議な こと を 見せて 上げる から」 

彼 は 入口の ドアまで 歩いて いった。 そして そこの 鍵 

を、 彼 独得の 法則に かなった やり方で 調べた。 それ か 

ら内 厠に ある 鍵 もとって、 しらべて みた。 また 寝台 も 



くさん 葉巻の 吸殻が 捨てて あります。 たぶん、 年と つ 

た 男 は そこの 椅子に 腰かけて いたんです。 パイプで 葉 

卷を 吸った の は そいつでしょう。 それから 若い 男 は 

ひきだ 

そっち 側に いて、 抽出しの 縁 〔# 「縁」 は 底本で は 「椽匕 

で 煙草の 灰 を 落して いたんです。 そして 三番 目の 奴 は、 

その 辺 をい つたり 来たりして いたんでしょう。 ブ レシ 

ン トン 氏 は、 たぶん ベットの 上に すわらされ ていたん 

だろうと 私 は 思 うんです が、 しかし どれ も 確か じァぁ 

リ ません。 

やがて 彼等の 相談 は、 ブレ シン トン を 吊るして 首 を 

くくらせよう という 事に きまった のです。 そこで 



うな 小さな、 捕え どころ のない ような ことから 推論し 

て 話して くれる のであった。 探偵 はやが て、 いそいで、 

例の 案内係り のボ— ィを さがしに 出かけて いったので、 

ホ ー ムズと 私と は 朝飯 をた ベ に ブルックス トリ ー トに 

帰つ て 来た。 

「僕 は 三時までに は 帰つ て 来る」 

ホ —，. if スは 朝飯 をす ましてし まう とそう 云った。 

「探偵と 医者と が、 たぶん 三時に は 僕たち をたず ねて 

来る だろう。 僕 は それまでに、 まだ 少し 残って いる 小 

さな 不明瞭な 個所 をす つ かり 調べ 上げて しまいた いん 

だ」 



す。 そこで ブレ シン ト ン の 密告 の おかげ で 力— トライ 

ト はとうとう 主謀者と 云う ので 死刑に され、 他の 四 人 

の もの は それぞれ 十五 年間ず つの 刑 を 着せられ たわけ 

です。 —— が、 やがて それらの もの も、 各々 特赦な ど 

に 会って、 十五 年た たない うちに また 社会へ 出て 来る 

ことにな つたわけ です。 そこで 彼等 は、 自分た ち を 

売って 刑 を 着せたり、 また 仲間の 一人 を 死刑に してし 

まった リ した 男に、 復謦 をしょう と 計画した わけなん 

です。 —— 彼等 は 二度 計画して、 二度と も 失敗し たん 

です。 そして 三度 目に ようやく 成功した わけなの です _ 

と、 まあ 以上の ような わけなん です けれど、 まだ 



底本： 「世界 探偵小説 全集 第三 卷 シャ— ロック- 

ホ— ムズの 記憶」 平凡 社 

1930 (昭和 5) 年 2 月 5 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「恰も 丄 あたかも 貴方 丄 あなた 或る 丄 ある 如何 

丄 いか 所謂 丄 いわゆる 於て 丄 おいて 恐らく ふお 

そらく 彼 ふか 返って ふかえ つて か 知ら ふかしら 

難い i がたい かも 知れ ふか もしれ 位 i くらい、 ぐ 



らい 極く ふごく 即ち ふすな わち 是非 丄 ぜひ そ 

の 癖 ふその くせ 大分 ふだいぶ 沢山 ふたくさん 只 

今— ただいま 忽ち i たちまち 度 ふたび 多分 ふた 

ぶん 給え ふた まえ 丁度 ふちょう ど て見丄 てみ 

で 見— でみ 疾うに— とうに 所が— ところが 所で 

ふところで 尚 ふなお 乍ら ふながら 害丄 はず 程 

丄 ほど 殆ど 丄 ほとんど 亦 ふまた 迄 ふまで 勿論 

丄 もちろん 余程 丄 よほど」 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 

※底本 中、 混在して いる 「ペル シ ー」 「ペル シ ィ」、 「口 

シァ」 「口 シャ」 は そのままに しました。 
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